
一般社団法人 統計関連学会連合 2026 年度第 2回大会組織委員会 議事録 

 

日 時：2026 年 9 月 10日（木）13:15～14:06 

場 所：横浜市立大学金沢八景キャンパス本校舎 2 階 201 教室  

および Zoomを併用したオンライン会議形式 

 

 

出席者： 

【理事】青嶋誠(理事長：議長)、 

足立浩平(*)、井元清哉(*)、狩野裕(*)、坂本亘、鈴木譲、田畑耕治、冨田誠、山本義郎 

 

【連合大会実行委員会】冨田誠(委員長) 

【連合大会運営委員会】中村智洋（委員長）、山田隆行 

【連合大会プログラム委員会】金森敬文（委員長）、清水昌平 

 

陪席者： 

【JJSD 編集委員長】丸山祐造 

【2027 年度連合大会実行委員長】栗原考次(*) 

【監事】樋口知之(*) 

【幹事】石岡文生、久保田貴文(*)、小池祐太(*)、西山貴弘 

 

（(*)：オンラインでの出席） 

 

会議に先立ち、前回の組織委員会の議事録が確認された。 

 

審議事項 

1. 2027 年度連合大会各委員長の承認について 

 青嶋委員長より、2027 年度の各委員長について以下の提案がなされた。審議の結果、これを承認した。 

・ プログラム委員会：委員長：清水昌平（大阪大学） 

         副委員長： 松井秀俊（滋賀大学） 

・ 運営委員会：委員長：山田隆行（京都女子大学） 

      副委員長：下川朝有（東京理科大学） 

 

2. 2027 年度連合大会の準備状況について 
栗原 2027 年度実行委員長より、2027 年度連合大会について以下の提案があり、審議の結果、承認さ

れた。 

・ 京都市内にて 9月 5日（日）にチュートリアル・市民講演会を、京都女子大学にて 9月 6日（月）

～ 9月 9 日（木）に本大会を開催する。 

 

 



3. 2028 年度連合大会の開催校について 

 青嶋委員長より、2028 年度連合大会について以下の提案があり、審議の結果、承認された。 

・ 開催校：北海道札幌市 北海道大学札幌キャンパス高等教育機構 および その近隣の「かでる 2.7」 

・ 実行委員長：伊藤陽一（北海道大学病院） 

・ 開催日時：以下の２案のいずれかを予定 

【日程案１】 

2028年 9月 3 日（日）：チュートリアル・市民講演会（かでる 2.7） 

2028年 9月 4 日（月）〜 9 月 7 日（木）：本大会（北海道大学札幌キャンパス高等教育機構） 

【日程案２】 

2028年 9月 10 日（日）：チュートリアル・市民講演会（かでる 2.7） 

2028年 9月 11 日（月）〜 9 月 14日（木）：本大会（北海道大学札幌キャンパス高等教育機構） 

 

4. その他 

 特になし。 

 

 

報告事項 

1. 2026 年度連合大会について 

(1) 冨田実行委員長より、以下の報告があった。 

・ 月曜日の朝の悪天候の影響が心配されたが、そこまで大きな問題は生じず、滞りなく大会を実行で

きた。事前準備を念入りに行なったこともあり、ネットワークの不具合も起きなかった。 

・ 現地参加者は 800 名程度で、予想の 600〜700名程度を大きく上回った。 

・ 当日の登録が例年より伸びなかったが、これは天候の影響があったと思われる。 

・ 懇親会への参加は 130名弱であった。 

 

(2) 金森プログラム委員長より、以下の報告があった。 

・ 9 月 6 日にチュートリアルセッションと市民講演会がハイブリッド形式で開催され、チュートリア

ルセッションの参加者数は 270 名（現地 120 名、オンライン 150 名）、市民講演会の参加者数は 86

名（現地 26名、オンライン 60 名）だった。 

・ 9月 7日にプレナリーセッションが開催され、222名（現地 112名、オンライン 110名）の参加があ

った。 

・ 総セッション数は 69セッションで、講演件数は一般セッションで 194件、コンペティションセッシ

ョンで 32件、企画セッションで 125件、プレナリーセッションで１件で、合計 352件の報告があっ

た。 

・ 企画セッションにおいて、招待講演者の参加登録が未完了であったケースが複数あったため、企画

オーガナイザーから招待講演者へ確実に連絡・確認をするよう、さらに周知徹底する必要がある。 

・ 大会期間中、Zoom へのアクセス情報が未着であるという問い合わせが複数あった。大会直前の登録

者への案内方法や送信履歴の確認方法について検討する必要がある。特に、チュートリアルについ

ては、Zoom情報の確実な送付のために、参加申込期限を早めに設定する必要があると思われる。 

・ 講演申込カテゴリーの見直しについては、来年度以降引き続き検討する。 



 

(3) 中村運営委員長より、以下の報告があった。 

・ 参加登録件数の速報値は 1063 であった。 

・ 現地参加登録者は 850 名であったが、実際に来場したのは 807 名で、43 名の方はオンライン参加に

切り替えたと思われる。 

・ 実行委員長の尽力もあり、会場費は前回よりも低く抑えられた。 

・ 保育室補助を４件行った。 

・ 昨年と同様、Y Web System への一部業務委託により、受付はスムーズに行うことができ、運営委員

も受付のサポートはあまりせずに済んだ。実行委員が少ないということで、運営委員にサポートに

回ってもらったが、本来の運営委員の業務には支障がなかった。 

・ 昨年指摘があった、ソフトウェアデモセッションの参加者が少ないという点については、名称をプ

ロモーションセッションに変更し、ソフトウェアのデモに限らず製品や様々な取り組みの紹介をし

ていただく形式とした。運営委員による声がけの結果もあり、昨年よりも２件多い４件の応募があ

った。来年度以降の課題として、より多くの方に参加してもらうために、パラレルセッションの数

が少ない時間帯にセッションを配置する等の工夫を、プログラム委員会と連携して検討したい。 

・ 企業展示ブースの場所について、参加者がより足を運びやすい位置に設置すべきではないかという

意見があった。 

 

2. その他 

 コンペティションセッションについて、以下の報告・意見があった。 

・ コンペティションセッションで講演するためには、講演申込時点で６学会への入会手続きを開始

している必要があるが、このことの周知が不足しており、10 件ほど講演取り下げとなった。その

ため、次年度以降、このことについてより周知徹底していく必要がある。 

・ コンペティションセッションでは、審査を行うという性格上、一般参加者のオンライン参加は不

可としていたが、そのことの周知が不十分のようであった。 

次回の大会組織委員会は、定例通り 12月にオンライン形式で開催予定であり、後日に日程調整を行う

旨が報告された。 


